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➀Rの導入～R/RStudioのインストール



❑トラブルを受講者で共有し，解決しながらすすめましょう
⚫授業中，Rに関するトラブルがあれば遠慮なく教えてください

• 口頭での質問，zoomやslackのチャット機能など

⚫みんなでトラブルとその解決方法を共有しましょう
• オンサイトの方もオンラインの方も，ご自身のトラブルをzoomで画面共有してください

• 授業の一環として，トラブルの解決に努めます

• 深刻なトラブルな場合は，メイン講師の授業と同時並行して，

サブ講師がトラブル解決に努めます

⚫もちろん，授業後や休憩時間に質問いただけてもOKです

トラブルがあれば質問してください
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はじめに
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❑対象から情報（データ）を取得して，分析していくことが重要

複雑すぎる世界を理解し，活動していくために
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• 生物現象
• 物理現象
• 社会現象
• 顧客の行動
など
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現象が生じる「世界」 データ

観測
データ収集

世界に関する
推測



❑データを用いてできること
⚫データ分析のモチベーション

• 目の前の現象を把握したい

• 現象の背後にあるメカニズムを解釈したい

• データから未来のことを予測したい

• データに基づいて意思決定や問題解決を行いたい

⚫必要なスキル・知識
• データの要約

• データの可視化

• 数理モデルの活用

• 統計学・機械学習の知識

• 扱おうとする現象についてのドメイン知識

研究をするうえで欠かせない「データ」
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因果関係？



❑Rとは？
⚫フリーの統計ソフトウェア

⚫「R言語」とも呼ばれる

⚫The R Foundation for Statistical Computation (Vienna, Austria)が開発

⚫幅広い統計解析手法をカバー

⚫「パッケージ」による拡張

統計ソフトウェア「R」
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Rのインストール
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❑ユーザーアカウント名に全角文字が含まれているとうまくいかない
⚫英語圏で作成されたソフトウェアを使うときに生じるトラブル

• ユーザーアカウント名は半角英数のものを設定しましょう。

⚫既に日本語のアカウント名を作成していた場合、

新しいアカウントを半角英数の名称で作成し、

そこにRやRStudioなどのソフトウェアを

インストールしてください。

ユーザーアカウントの問題 (Windows)
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アカウント名は
半角英数で！



❑OneDriveのバックアップ機能を使うとうまくいかないことがある
⚫まず，「OneDriveのバックアップ機能」を使っているか確認

• タスクバー（画面下部の帯）の右側に のアイコンがあるかチェック
✓アイコンの色は灰色のときもある

• アイコンが非表示のときは，OneDriveを使用していないので問題ない。

⚫OneDriveのバックアップ機能を使用していたら？

• OneDriveのバックアップ機能を停止する
✓Dropboxなど他のサービスを使用

• RStudioを管理者権限で起動する

• 環境変数を設定する

OneDriveの問題 (Windows)
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❑CRANというWebページからダウンロード

・https://cran.r-project.org/index.html でインストール可能

Rのインストール
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OSに対応したものを選択

https://cran.r-project.org/index.html


❑Windowsの場合

・”install R for the first time”⇒”Download R4.2.1 for Windows”

Rのインストール

11



❑Windowsの場合

・”install R for the first time”⇒”Download R4.2.1 for Windows”

Rのインストール
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❑R Consoleにコマンドを入力することで操作を行う

Rの基本操作
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R Console



❑基本的な計算

Rの基本操作
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記号 意味

+ 足し算

- 引き算

* 掛け算

/ 割り算

^ べき乗



❑Rのオブジェクト
⚫数字・文字列などを格納したり、

一部を取り出し・変更したりできる「箱」

⚫格納するデータの種類によって、

「箱」の種類も変わる。

• ベクトル

• データフレーム

• マトリックス

• リスト

オブジェクト：データを格納する「箱」
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❑オブジェクトへの代入

・「<-」でオブジェクトへの代入を表す。

オブジェクト：データを格納する「箱」
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➢ 「１＋１」という計算に「a」という名前をつける

➢ 名前をつけた後で「a」を呼び出すと、「1+1」という計算
の結果（つまり２）が返される

➢ 「３」という数値に「b」という名前をつける

➢ 「a*b」という計算を行うと、「(1+1)×3」という計算
の結果（つまり6）が返される



RStudioのインストール
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❑RStudio

・Rのための統合開発環境

－生のR＋いろいろ便利機能

RStudioでRをもっと便利に扱う
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❑デスクトップ版RStudio(無料)

・https://www.rstudio.com/products/rstudio/download/ でインストール可能

RStudioのインストール

クリック

OSに対応した
インストーラーを選択
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https://www.rstudio.com/products/rstudio/download/


❑使用できるか確認しましょう

① RStudioを起動

② 左側のパネルに
getwd()
と入力⇒Enter

③ “C:/Users/ユーザー名/Documents”
と表示されればOK。

RStudioの起動を確認
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RStudioの使い方
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RStudioの起動画面

R RStudio

エディタ

コンソール

ワークスペース

その他

同じ
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エディタ

コンソール

ワークスペース

その他

R Markdownを使ってコマンドを打ってみよう

❑画面左上の「+」ボタンから「R Markdown…」をクリック
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クリック



New R Markdownというウィンドウがでる

❑タイトルや著者欄など基礎情報を記入できる

・Title ：「いまから行う分析の名称」

－”Workshop1”としておきましょう。

・Author：「分析者の名前」

－ご自身の名前を入力ください。

・Default Output FormatではHTMLを選択

・「OK」をクリック
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こんな画面が自動生成されます
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灰色の領域はコードチャンクと呼ばれます

コードチャンク
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コードチャンク

コードチャンク



先頭6行はyamlヘッダと呼ばれます

yamlヘッダ
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コードチャンク

コードチャンク

コードチャンク



コードチャンクの間はドキュメントチャンク
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yamlヘッダ

コードチャンク

コードチャンク

コードチャンク

ドキュメントチャンク

ドキュメントチャンク

ドキュメントチャンク



Rmarkdownを使ってコードをうってみよう

❑コードチャンクとyamlヘッダ

・コードチャンク

－Rへのコマンドを書く箇所

－「```{r} 」から「```」まで

－「 `」が3つ並んでないと

機能しないので注意

・yamlヘッダ

－「 ---」から「 ---」まで

－全体的な設定などを扱う箇所

－この授業ではいじりません

29



yamlヘッダより下の部分をDeleteしましょう

yamlヘッダ

ここに、自分でコードを書いていくことになります。
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Ctrl+Alt+I でコードチャンクを挿入

❑コードチャンクの挿入

① yamlヘッダの下部に

カーソルを置いて

② Ctrl + Alt + I

※macOSではCommand + Option + I

③チャンクがでてきた！

ここにコードをうっていきます

Ctrl+Alt+I

yamlヘッダ

yamlヘッダ
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コードチャンク



コードチャンクにコードをうちましょう

yamlヘッダ

yamlヘッダ

```{r}
a <- 1 + 1
b <- 3
a*b
```
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コードチャンク

コードチャンク



Ctrl+Enterでカーソル行のコードを実行

「a <- 1 + 1」に
カーソルを置いて

Ctrl + Enter (実行)

※macOSではCommand + Enter
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Ctrl+Enterでカーソル行のコードを実行

カーソルの行のコード
「a <- 1 + 1」が

コンソール上に表示される

①「a 」という名前のオブジェクトが
存在すること

②「a」の中に格納している数字が
「2」であること
を表示
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結果をドキュメントチャンクに記述
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結果についてメモしておきたいことは
チャンクの外側の領域に
書いておこう

メモしたいことがない場合は
特に書かなくてもいい



RStudio+Rmarkdownの基本的な使い方

❑RStudioとRmarkdownを用いたコーディングのワークフロー

・前準備

(a) エディタにRmarkdown画面を生成

(b) yamlヘッダを残して下部をDelete

・コードをかく（以下の①～⑤を繰り返す）

①コードチャンクを挿入(Ctrl+Alt+I)

②コードチャンクにコードをかく

③カーソルの行のコードを実行(Ctrl+Enter)

④コンソール・ワークスペースで出力を確認

(⑤メモをドキュメントチャンクに記述）
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覚えておくと便利なショートカット (Windows)

⚫Ctrl + Enter
• カーソルのある行を実行する

⚫Ctrl + Alt + I
• コードチャンクを挿入する

⚫Ctrl + Alt + C
• カーソルのあるコードチャンクのコードをすべて実行する。

⚫Ctrl + Alt + R
• Rmarkdownファイル内にあるコードチャンクをすべて実行する。
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覚えておくと便利なショートカット (macOS)

⚫Command+ Enter
• カーソルのある行を実行する

⚫Command + Option + I
• コードチャンクを挿入する

⚫Command + Option + C
• カーソルのあるコードチャンクのコードをすべて実行する。

⚫Command + Option + R
• Rmarkdownファイル内にあるコードチャンクをすべて実行する。
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データフレームの操作

39



❑Rのオブジェクト
⚫数字・文字列などを格納したり、

一部を取り出し・変更したりできる「箱」

⚫格納するデータの種類によって、

「箱」の種類も変わる。

• ベクトル

• データフレーム

• マトリックス

• リスト

オブジェクト：データを格納する「箱」
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ベクトル

データフレーム



❑サンプルデータiris

データフレーム

列

行

列名

それぞれの升目をセルという
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iris：フィッシャーのアヤメのデータ

❑3種のアヤメについて、がく片・花びらの長さ・幅を計測したデータ

・setosa・versicolor・virginica 各50個体ずつ（計150個体）

がく辺の長さ がく片の幅 花びらの長さ 花びらの幅 種

1 5.1 3.5 1.4 0.2 setosa

2 4.9 3.0 1.4 0.2 setosa

3 4.7 3.2 1.3 0.2 setosa

4 4.6 3.1 1.5 0.2 setosa

5 5.0 3.6 1.4 0.2 setosa
・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

149 6.2 3.4 5.4 2.3 virginica

150 5.9 3.0 5.1 1.8 virginica
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量的変数 量的変数 質的変数量的変数 量的変数



❑head(df)

データフレームの先頭6行を表示する
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❑summary(df)

データフレームの基礎情報を表示する

※数値の列では最小値・平均値・最大値・四分位数などの要約統計量が、
文字列の列では、格納されている各文字列の観測値の個数が表示される
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❑View(df)

・エディタに

データ一覧が表示される。

全データを表示する
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分析レポートの生成
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❑Windows上部のKnitボタンをクリック

RmarkdownをKnitしよう

Knitボタン
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❑Choose Encogingウィンドウがでてくる

・Windowsの場合

－CP932を選択

・Mac OSの場合

－UTF-8を選択

RmarkdownをKnitしよう
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❑“Save File”というウィンドウがでてくる

・好きな名前をつけて”Save”ボタン

－今回は”workshop1”

という名前をつけましょう。

RmarkdownをKnitしよう
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❑htmlファイルが出力され、Viewerに表示される

RmarkdownをKnitしよう
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❑Rmarkdownに書いたコードとViewerのhtml出力は対応している

RmarkdownをKnitしよう

yamlヘッダ

コードチャンク①

ドキュメントチャンク①

yamlヘッダ

コードチャンク①

ドキュメントチャンク①
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❑My documentsにhtmlファイルが出力される

・クリックするとWebブラウザに

さきほどのhtmlファイルが表示される

－”workshop1.html”

RmarkdownをKnitしよう
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❑作業ディレクトリ

・PCは多くのフォルダが階層構造をつくる

・Rが、ファイルを入出力することができる

フォルダを作業ディレクトリという。

－作業ディレクトリと

その深層のフォルダにあるデータは

簡単にファイルの入出力ができる。

－作業ディレクトリの外部で

ファイルを入出力したいときは

ディレクトリを変更するなど、一手間必要。

作業ディレクトリ

簡単にデータを
入出力できる範囲

作業ディレクトリ

A B

C

53



❑RStudioを起動してコンソールでgetwd()を実行

getwd()関数で作業ディレクトリを確認
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マイドキュメントが表示される。
⇒Rのデフォルトの作業ディレクトリはマイドキュメント



簡単にデータを
入出力できる範囲

作業ディレクトリ

❑Rのデフォルトの作業ディレクトリは「マイドキュメント」

・マイドキュメント内のファイルに関しては

入出力は簡単。

－それ以外のフォルダに

アクセスしようとすると一手間必要。

・分析関連ファイルをまとめておいたフォルダが

作業ディレクトリになると便利。

作業ディレクトリを変更しましょう。

作業ディレクトリ

A B

C
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分析関連
フォルダ



❑ディレクトリを変更する

・”Session”

⇒”Set Working Directory”

⇒”Choose Directory…”

で、ファイルを入出力する

フォルダを指定

作業ディレクトリの変更
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❑分析レポート作成のワークフロー

・前準備

(a) エディタにRmarkdown画面を生成

(b) yamlヘッダを残して下部をDelete

・コードをかく（以下の①～⑤を繰り返す）

①コードチャンクを挿入(Ctrl+Alt+I)

②コードチャンクにコードをかく

③カーソルの行のコードを実行(Ctrl+Enter)

④コンソール・ワークスペースで出力を確認

(⑤メモをドキュメントチャンクに記述）

Rmarkdown+Knitで分析レポート作成

・Knit

(1) Knitボタンを押す
(2) ファイル名をつけて保存
(3) htmlファイルが出力される
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質問など
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